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豪ドルの対円推移（過去１年） 豪ドルの対円推移（過去２週間）

3年国債利回りの推移（過去１年） 3年国債利回りの推移（過去２週間）

2026/1/22

単位（円） 2026/1/20 2週間前 １ヵ月前 ３ヵ月前 ６ヵ月前 １年前

円／豪ドル 106.47 105.37 104.07 98.05 96.89 97.42
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単位（％） 2026/1/20 2週間前 １ヵ月前 ３ヵ月前 ６ヵ月前 １年前
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（注）左グラフは2025年1月20日～2026年1月20日、右グラフは2026年1月6日～2026年1月20日。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

（注）左グラフは2025年1月20日～2026年1月20日、右グラフは2026年1月6日～2026年1月20日。日時はニューヨーク時間。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

ここ2週間の豪州3年国債利回りは、ほぼ横ばいの動きでした。
1月7日発表の豪州11月CPIや8日のRBA副総裁発言を受けて豪州の早期利上げ観測が後退し、豪州3年国債利回りは低下（債券
価格は上昇）しました。その後、方向感に欠ける動きが続くなか、米国の12月雇用統計の発表により早期利下げ観測が後退したことや、
グリーンランドを巡る欧米の対立激化による財政悪化懸念が高まったことなどにより、米国国債利回りが上昇したことを受けて、豪州3年国
債利回りは上昇し、4.1%台まで戻してこの期間を終えました。

ここ2週間の豪ドルの対円レートは、上昇しました。
1月7日発表の豪州の11月CPI（消費者物価指数）でインフレの鈍化が示され、8日の豪州準備銀行（RBA）副総裁による利上げ
に慎重な発言もあり、豪州の早期利上げ観測が後退し、豪ドルは対円で下落しました。しかし、9日発表の米国の12月雇用統計で労働
市場の底堅さが示されたことや同日の高市首相による衆議院解散検討の一部報道を受けて円安米ドル高となり、豪ドルは対円で上昇し
ました。その後、グリーンランドを巡る欧米対立を背景に、17日にトランプ米大統領が欧州への追加関税方針を打ち出すと、翌営業日
（19日）に米ドルは対豪ドルで下落し、豪ドルは対円で上昇しました。
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